
風
信

は
じ
め
に

　
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
長
崎
奉
行
所
正
門
の
入
口
に
、
松
浦
河
内
守
信
正
奉
納

の
石
燈
籠
竿
石
部
分
が
建
っ
て
い
る
。
博
物
館
建
設
に
伴
う
事
前
発
掘
調
査
で
出
土

し
た
も
の
で
あ
る
。
博
物
館
の
パ
ネ
ル
展
示
に『
上
司
に
し
た
い
長
崎
奉
行
は
？
─

歴
史
に
名
を
残
し
た
長
崎
奉
行
─
』と
し
て
十
人
の
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
信
正
は「
経
済
通
の
ら
つ
腕
奉
行
」と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
常
設
展
示
の「
長
崎
会
所
」の
現
代
的
な
解
説
に
お
け
る
検
索
で
、「
特
別
企
画
百

年
の
あ
ゆ
み
」→「
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド
」を
読
む
と
、
一
七
五
三（
宝
暦
三
）年
の
信
正

閉
門
に
関
連
す
る「
用
行
組
事
件
」が
出
て
来
る
。

　
近
年
、
長
崎
奉
行
を
追
究
さ
れ
て
い
る
鈴
木
康
子
氏
は
、「
松
浦
河
内
守
の
改
革

を
調
べ
る
ほ
ど
に
、
こ
の
名
奉
行
が
失
脚
さ
せ
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て
も
そ
の
業
績

が
顧
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
か
っ
た
」（
思
文
閣
出
版『
長
崎
奉
行
の
研

究
』）と
評
価
し
て
お
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
松
浦
信
正
は
知
名
度
が
あ
る
奉
行
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
と

こ
ろ
が
、
意
外
に
も
江
戸
近
郊
に
お
け
る
動
向
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
今

回
は
関
連
史
資
料
の
一
端
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

松
浦
信
正
の
出
自
・
経
歴

　
松
浦
氏
は
中
世
武
士
団
と
し
て
活
動
を
し
た
松
浦
党

の
系
譜
で
、
江
戸
時
代
の
平
戸
藩
主
の
分
家
で
あ
る
。

松
浦
氏
宗
家
で
あ
る
相あ
い
の
う
ら

神
浦
松
浦
氏
を
継
承
し
た
系
統

は
、
松
浦
猪い

え

も

ん

右
衛
門
信
貞（
一
六
〇
八
〜
九
四
、
平
戸

藩
主
松
浦
鎮し
げ

信の
ぶ［
天
祥
］の
従い
と
こ弟
）が
肥
前
国
松
浦
郡
今

福
村
に（
現
・
松
浦
市
）千
五
百
石
を
分
知
さ
れ
、
旗
本

に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
信
貞
は
一
六
六
六（
寛
文
六
）年

に
勘
定
頭（
後
の
勘
定
奉
行
）に
な
る
が
、
武
蔵
国
葛
飾

郡
下し
も

小こ

合あ
い

村（
現
・
東
京
都
葛
飾
区
）・
上
篠
崎
村
・
谷や

河ご

内う
ち

村（
現
・
同
江
戸
川
区
）

で
千
五
百
石
加
増
さ
れ
、
合
計
三
千
石
の
知
行
取
と
な
る
。
一
六
八
二（
天
和
二
）年

に
家
督
を
信
方
に
讓
る
が
、
こ
の
際
に
弟
・
市
左
衛
門（
信
正
）に
七
百
石
、
勘
助（
信

吉
）に
四
百
石
、
八
兵
衛（
信
勝
）に
四
百
石
を
武
蔵
国
葛
飾
郡
で
分
知
し
た
。
こ
の

中
の
八
兵
衛
が
信
正
の
祖
で
あ
る
。

　『
徳
川
実
紀
』第
九
篇
や『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』第
八
な
ど
に
よ
る
と
、
松
浦
信
正
は

一
六
九
五（
元
禄
八
）年
に
市
左
衛
門（
信
正
）の
三
男
と
し
て
出
生
、
別
家
松
浦
信
守

の
養
子
と
な
り
、
書
院
番
・
西
城
徒
頭
・
駿
府
町
奉
行
・
大
坂
町
奉
行
等
を
歴
任
。

一
七
四
六（
延
享
三
）年
に
勘
定
奉
行
に
就
任
、
一
七
四
八（
寛
延
元
）年
に
長
崎
奉
行

も
兼
任
と
な
っ
た
。
一
七
五
二（
宝
暦
二
）年
に
長
崎
奉
行
の
任
は
解
か
れ
る
が
、「
長

崎
掛
」と
し
て
新
職
の
奉
行
と
諸
事
任
務
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
翌
年

二
月
、
豊
後
国
の
貢
米
の
不
納
の
件
、
長
崎
の
制
度
に
つ
い
て
相
違
の
報
告
な
ど
を

理
由
に
、
勘
定
奉
行
を
解
任
さ
れ
、
閉
門
と
な
る
も
半
年
後
、
許
さ
れ
る
。

一
七
六
九（
明
和
六
）年
七
四
歳
で
死
去
、
下
小
合
村
の
龍
蔵
寺
に
葬
ら
れ
る
。

　
勘
定
奉
行
兼
長
崎
奉
行
と
し
て
の
長
崎
改
革
の
推
進
、
信
正
閉
門
の
関
連
と
さ
れ

る「
用
行
組
事
件
」等
に
つ
い
て
は
、
前
出
の
鈴
木
氏
の
著
書
が
詳
し
い
。

瑞
正
寺（
葛
飾
区
東
ひ
が
し

金か
な

町ま
ち

五
─
四
六
─
五
　
Ｈ
Ｐ
あ
り
）

　
松
浦
信
正
は
勘
定
奉
行
解
任
後
、
知
行
地
の
下
小
合
村
に
隠
棲
し
た
と
い
わ
れ
る
。

当
時
、
こ
の
地
に
あ
っ
た
龍
蔵
寺
は
廃
絶
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
が
、
信
正
は
再
興

し
て
信
正
院
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
七
五
七（
宝
暦
七
）年
に
は
同
寺
の
た

め
に
梵
鐘
を
寄
進
し
、
現
在
で
も「
松
浦
の
鐘
」（
東
金
町
五
─
五
─
五
地
先
）と
呼
ば

れ
て
残
っ
て
い
る
。
龍
蔵
寺
は
明
治
維
新
の
際
に
廃
寺
と
な
っ
た（
墓
所
は
後
に
葛

飾
区
青
戸
八
─
十
九
─
七
の
宝
持
院
に
移
転
）。

　
廃
仏
毀
釈
の
際
、
領
民
が
信
仰
対
象
を
散
失
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
し
て
、
信
正

の
遺
品
を
近
く
の
瑞
正
寺
に
納
め
、
供
養
し
、
地
元
の
人
々
か
ら
は
火
難
・
盗
難
・

厄
除
け
の
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
も
、
こ
の
地
域
一
帯
が

被
災
し
な
か
っ
た
の
で
、
よ
り
一
層
信
仰
を
集
め
た
。

　
瑞
正
寺
の
主
な
所
蔵
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

○
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
＝〈
火
伏
せ
観
音
〉
…
信
正
の
守
本
尊
と
し
て
篤
く
信
仰

し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
非
開
帳
。

○
松
浦
信
正
坐
像（
木
像
）と
位
牌

○
松
浦
信
正
母
長
松
院
画
像

　
こ
れ
か
ら
も
検
討
し
な
く
て
は
い
け
な
い
が
、
か
つ
て
の
知
行
地
に
お
い
て
松
浦

信
正
が
信
仰
の
対
象
と
し
て
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
事
実
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
研
究
成
果

　
龍
蔵
寺
は
廃
寺
後
に
瑞
正
寺
に
移
さ
れ
た
こ
と
は
、『
葛
飾
区
史
』（
昭
和
十
一
年

刊
）に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
区
教
育
委
員
会
の
寺

院
調
査
報
告
に
も
、「
十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
」が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
松
浦
信
正
坐

像
」は
写
真
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
の
歴
史
関
連
の
書
籍

で
は
、「
松
浦
の
鐘
」と「
信
正
の
墓
」だ
け
の
記
述
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
不
可
解
で
あ

る
。
今
回
、
改
め
て
の
発
見
と
な
っ
た
。
信
正
母
画
像
は
新
た
な
発
見
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
信
正
の
他
の
知
行
地
に
あ
る
妙
泉
寺（
江
戸
川
区
谷
河
内
一
─
六
─
十
二
、
Ｈ
Ｐ

あ
り
）に
は
、「
松
浦
信
正
画
像
」と「
松
浦
信
正
奉
納
写
経
塔
」が
あ
る
。
特
に
、
信

正
画
像
と
瑞
正
寺
の
信
正
母
画
像
は
、
同
じ
加
藤
文
麗（
泰や
す

都さ
と

、
伊
予
国
大
洲
藩
主

系
譜
の
旗
本
、
一
七
〇
六
〜
八
二
）の
画
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
史
資
料

発
見
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
長
崎
市
・
平
戸
市
・
葛
飾
区
・
江
戸
川
区
な
ど
関

連
す
る
地
域
の
足
跡
を
交
流
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。

�

（
東
京
都
立
石
神
井
高
等
学
校
教
諭
）

○
チ
リ
な
ら
び
に
奄
美
大
島
の
大
災
害
、
一
日
も
早
く
復
興
さ
れ
る
事
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
お
り
ま
す
。

○
十
月
二
十
三
日
奈
良
平
城
遷
都
千
三
百
年
記
念
を
か
ね
正
倉
院
展
第
六
十
二
回
開
会

式
の
ご
案
内
状
を
戴
く
。
本
会
を
代
表
し
竹
之
下
憲
一
郎
氏
に
御
出
席
を
戴
い
た
。
同

三
四
〇
号
　
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
日

江
戸
近
郊
に
お
け
る
松
浦
河
内
守
信
正
の
足
跡

　
　
　
ー 
新（
再
）発
見
の
史
資
料 

ー

二
十
七
日
、
水
曜
懇
話
会
の
時
、
同
展
覧
会
の
目
録
と
法
隆
寺
の
柿
を
持
参
さ
れ
同
展

の
報
告
が
あ
り
、
一
同
感
激
し
て
聞
き
入
っ
た
。

○
同
目
録
を
御
覧
に
な
り
た
い
方
は
事
務
局
に
お
い
で
下
さ
い
。

○
十
月
開
催
さ
れ
た「
二
〇
一
〇
年
日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
in
長
崎
　
三
千
人
の
参
加
者

が
あ
り
大
成
功
で
し
た
。」と
運
営
委
員
長
の
田
中
実
先
生
が
大
会
終
了
報
告
の
た
め
来

訪
さ
れ
た
。
一
同
大
よ
ろ
こ
び
で
し
た
。

○
十
一
月
三
日
文
化
の
日
。
色
々
と
文
化
行
事
あ
り
出
席
、
我
れ
我
れ
の
時
代
に
は「
明

治
節
」と
言
い
ま
し
た
ね
。

○
旧
暦
の
十
月
最
初
の
亥
ノ
日
は（
今
年
は
十
一
月
九
日
）平
安
時
代
よ
り「
イ
ノ
子
餅
を

つ
き
食
す
れ
ば
病
な
し
」と
言
い
、
宮
中
に
も
此
の
行
事
が
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

現
在
は
あ
ま
り
此
の
行
事
は
な
い
よ
う
で
す
ね
。

○
十
一
月
十
五
日
は「
七
五
三
の
祝
い
」と
あ
る
。
古
書
に「
三
才
の
男
女
は
じ
め
て
髪
を
結

び（
項
髪
）、
七
才
の
男
女
は
じ
め
て
袴
を
つ
く
、
女
子
は
之
の
日
、
着
物
の
付
紐
を
は

ず
し
帯
を
着
す
。」と
あ
る
。
三
、五
、七
の
数
は
め
で
た
い
と
記
し
て
あ
る
。
一
六
〇
三
年

長
崎
イ
エ
ズ
ス
会
編
集
の「
日
ポ
辞
書
」にX

ichigosan no furum
ai

盛
大
な
宴
会
、

こ
の
時
七
膳
ま
た
は
三
膳
が
お
か
れ
、
一
膳
に
七
種
、
一
膳
に
五
種
、
他
の
一
膳
に
三
種

の
料
理
あ
り
」と
記
し
て
あ
る
。
長
崎
で
も
此
の
日
は
大
宴
会
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

○
十
一
月
二
十
三
日
新に
い

嘗な
め

祭さ
い

と
あ
る
。
日
記
に
は「
宮
中
に
て
十
月
卯
の
日（
旧
暦
）新
嘗

祭
と
て
天
皇
新
穀
を
神
前
に
供
さ
れ
、の
ち
自
ら
も
召
し
あ
が
ら
る
。
五
節
の
舞
あ
り
」

と
あ
る
。
明
治
時
代
こ
の「
卯
の
日
」を
十
一
月
二
十
三
日
と
定
め
、
現
在
は「
勤
労
感

謝
の
日
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
十
二
月
、
年
末
で
す
ね
。
そ
し
て
十
二
月
七
日
は
大
雪
、
翌
八
日
の
朝
は
私
達
に
と
っ

て
は
思
い
出
の
多
い
日
な
の
で
す
。

○
今
月
は
次
の
御
本
を
御
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
談
社
よ
り『
ナ
ガ
サ
キ
イ
ン
サ
イ
ト
ガ
イ
ド
　
長
崎
を
知
る
　
七
七
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』

本
紙
編
集
に
つ
い
て
岡
本
一
宣
氏
を
中
心
に
坂
井
惠
子
・
小
川
寿
子
さ
ん
等
・
長
崎
ゆ

か
り
の
人
達
の
執
筆
あ
り
。長
崎
の
新
辞
典
と
し
て
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。（
定
価
二
、

〇
〇
〇
円
）

○
長
崎
国
際
文
化
協
会
よ
り『
長
崎
文
化
』「
特
集
・
長
崎
の
い
ま
」新
ら
し
い
長
崎
学
の
方

向
が
記
し
て
あ
り
大
い
に
勉
強
に
な
っ
た
。（
希
望
者
は

国
際
文
化
協
会
ま
で
）

○
富
山
市
発
刊
の「
北
日
本
新
聞
」に
長
崎
県
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
協
会
大
束
良
平
氏
の
記
事
あ
り
驚
い
た
。

　
加
藤
　
健

松浦信正坐像（木像）


